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1. はじめに 

今日、核医学診療において超高分解能 PET装置や新プローブの開発、分子イメージングと放射線治療の融合な

ど分子イメージングの進歩に伴い、高度先進医療における広い知識と高い技術が必要である。患者さんに最適

な医療を提供し、かつ医療行為の安全性が確保されている事が重要であり、さらに医療従事者として高い意識

と人間性豊かな人材の育成が必要不可欠である。今回は「核医学担当技師の教育を考える －新配属職員の教

育－」というテーマのもと、当院における核医学担当技師の人材育成について報告する。 

 

2. 施設概要                

・所在：千葉県千葉市中央区亥鼻 

・病床数：835症 

・診療科、診療部門：31科、21部門 

・診療放射線技師数：42名（核医学：5名） 

・装置：RI（GE:Infinia+Hawkeye4×2台） 

     PET（GE:PET Advance Nxi） 

・検査数：約 100人/週（2011年度 4700件）   

 

3. 放射線部が目指す診療放射線技師像 

Fig.１に我々が目指す技師像として掲げている項目を示す。病院

理念に基づき、放射線部が目指す技師像を明確に示すことで、新

人や若手技師達が医療従事者として高い意識を持ち医療安全に

心がけ、高度で良質の医療を提供する高い意識を堅持することを

目指している。 

 

4. 核医学部門における新人教育 

Fig.2、Fig.3に核医学部門における新人教育の概要を示す。我々

は先ず核医学部門における教育目標として、専門技師を目指した

人材育成、高度先進医療に対応する画像提供、核医学分野におけ

る幅広い知識の習得を目指した教育、さらに卒後教育、専門教育

を視野に入れた教育を目指している。主任や副主任技師の指導の
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Fig.2 核医学部門における新人教育 
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もと、核医学部門の一員として RI、PET検査に従事し、検査の基礎と装置や医薬品および密封線源等の取

り扱い、放射線管理についての知識の習得を目指す。特に新人教育には OJT（on the job training）の

導入、また主任、新人教育担当技師、新技師のトライアングル方式による教育を取り入れ、習熟度評価シ

ートを活用した業務管理を実施し、定期的に主任を交えたミーテ

ィング、また新人教育担当技師と新人技師とのミーティングを密

に行い、人材育成を図っている。 

5. 今後の課題 

核医学検査の業務以外に、診療放射線技師として、医療人として

チーム医療の質や安全を重視した放射線診療を目指す教育を進

めることが重要である。さらに高度な先進医療を提供するために

は最先端の装置だけではなく医療人としての質を高める教育、新

人技師は人間性豊かでコミュニケーション能力に優れた医療人の育成、若手技師は次世代リーダー育成の

ための教育を進める。 

また専任スタッフの配置、新人技師対象の技術研究、ジェネラリスト・スペシャリストを育てる支援プロ

グラム、臨床実践能力を養うクリニカルラダーの導入、技師の資質向上を図るための院外・海外派遣研究、

コメディカル研修生の受入など、卒後 5カ年教育プログラムの構築、その実用化を目指している。 

 

6. まとめ 

核医学における新人・若手教育専門技師を目指した人材育成を行うこと、高度先進医療に対応した画像情

報の提供、核医学検査におけるグローバルな知識の習得を目指すことが重要である。また核医学部門のみ

ならず、すべてのモダリティにおいて卒後教育と専門教育に分けた教育を確立することが急務である。し

かし一番大切なことは新人や若手技師と教育する者とが十分にコミュニケーション（意思疎通）が図られ

ている事である。また個人が個人を育てるだけではなく、『チーム』が個人を育てていく教育環境こそが

重要である。我々は『核医学部門技師としての自覚』、『医療安全管理』、『チーム医療への貢献』、『明るい

職場環境作り』へ意欲的に取り組み、今後更に新たな新人育成プログラムを構築し、人材教育制度の確立

を目指していく必要がある。 

Fig.3 核医学部門における新人教育内容 


